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巻 頭 言

現行の学習指導要領は、「社会に開かれた教育課程」を理念に掲げ、「何を学ぶか」「何がで

きるようになるか」を明確化するとともに、「どのように学ぶか」の重要性を強調し、「主体

的・対話的で深い学び」の視点での授業改善を求めています。

また、子供たちを取り巻く社会状況は、予測不可能で激しく変化を続け、グローバル化や

デジタル化が急速に進展しています。小中学校の授業を中心とした教育活動においては、多

様な他者と当事者意識を持って対話を繰り返し、問題や課題を発見したり解決したりできる

「持続可能な社会の創り手」を育成することが重要です。

静岡県では、令和４年３月に「ふじのくに『有徳の人』づくり大綱」が示され、「誰一人取

り残さない教育の実現」を目指した取組が推進されています。各学校では、児童生徒の多様

な特性や学習状況等に応じて学習教材や活動内容を工夫するとともに、一人一台端末を活用

しながら「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業づくり」を推進していることと思

います。

このような状況の中、本年度も全国学力・学習状況調査が実施され、国語、算数・数学の

教科調査においては、情報と情報の関係を捉えながら自分の考えをまとめる力や日常生活の

問題場面に照らし合せて妥当性を判断する力が求められる問題が出題されました。また、一

人一台端末を学習ツールとして日常的に活用しながら、個別最適な学びと協働的な学びの一

体化を図るとともに、主体的・対話的で深い学びにつながる授業改善を推進する文部科学省

から発せられたメッセージと捉えることができるものでした。

質問調査は、初めて全小中学校でＣＢＴ方式により実施されました。教科調査とのクロス

集計からは、学ぶ意義を見出し、主体的に学びに向かうことができる子供の育成が大切であ

ることが明らかになりました。

静岡県教育委員会では令和５・６年度の２年間、「『誰一人取り残さない教育』の実現に向

けた授業づくり、学級づくり調査研究事業」を実施してきました。本報告書には、県内5校

の調査研究指定校の実績報告書がまとめられています。研究から見えてきたこととしまして

は、育成を目指す資質･能力の三つの柱である「知識及び技能」「思考力，判断力，表現力等」

「学びに向かう力，人間性等」をバランスよく育成することが重要であることです。本報告

書に記載されている授業づくりや学級づくり等の具体的な取組事例を参考にしながら、各学

校の授業改善や取組の更なる推進に役立てていただけますと幸いです。

今後も変化を続ける教育環境に対応し、誰一人取り残さない教育の実現に向けて本報告書

が静岡県の子供たち一人一人の成長の一助となることを願うばかりです。

静岡県学力向上推進協議会

会長 村山 功



学力向上推進協議会報告書について

１ 本報告書発行の意義

本報告書は、静岡県の学力向上推進事業について、主に以下の３点を報告するとともに、

静岡県内の学力向上に係る取組を広く周知することで、各学校において学校改善・授業改

善を促すことを目途にしている。

・令和６年度全国学力・学習状況調査の概要

・令和６年度全国学力・学習状況調査の各教科調査、児童生徒質問紙調査及び学校質

問紙調査の分析と授業改善案

・調査研究事業における調査研究指定校及び調査研究推進地区教育委員会の取組

２ 学力向上推進事業における取組の検証について

学力向上推進事業における取組（全国学力・学習状況調査分析会、調査研究事業等）

を学力向上推進協議会で協議し、検証を行った。

本報告書の中には、全国学力・学習状況調査の分析と授業改善案、調査研究指定校及

び調査研究推進地区教育委員会の取組が報告されており、いずれも学力向上推進協議会

で協議・検証された内容となっている。

令和６年度学力向上推進事業スキーム（全体構想図）
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１ 令和６年度全国学力・学習状況調査について

(1) 調査の目的

文部科学省では、平成19年度から開始した全国学力・学習状況調査（以下、本調査）

の目的を、次のように掲げている。

本調査は、実施要領に示されているとおり、「測定できるのは学力の特定の一部分では

ある」が、児童生徒の学力の３要素が確かに身に付いているかを把握するために客観性の

高い重要な調査と言える。

(2) 調査実施日・実施学校数・実施人数（政令市、特別支援学校を含む）

実施日：令和６年４月18日（木）

実施学校数：小学校480校、中学校261校

(3) 調査内容

ア 教科に関する調査

小学校：国語、算数、中学校：国語、数学

イ 生活習慣や学習環境等に関する質問調査

(ｱ) 児童生徒に対する調査 … 学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等

(ｲ) 学校に対する調査 … 指導方法、人的・物的な教育条件の整備の状況等

(4) 調査結果の概要

ア 学力に関する調査（教科ごとの平均正答率 単位：％）

小学校 中学校

区 分 静岡県 全 国 区 分 静岡県 全 国

国 語 ６７.２ ６７.７ 国 語 ５９.０ ５８.１

算 数 ６１.６ ６３.４ 数 学 ５５.３ ５２.５

義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学

習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図るとともに、

学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。さらに、

そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。
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イ 学習状況に関する調査

(ｱ) 児童生徒質問調査の主な結果

※質問項目の[ ]内は、中学校への質問 （肯定的な回答の割合 単位は％）

質問項目
小学６年生 中学校３年生

静岡県 前回比 全国比 静岡県 前回比 全国比

９自分には、よいところがあると思いますか 84.9 -0.2 0.8 84.6 4.0 1.3

11将来の夢や目標を持っていますか 83.2 0.9 0.8 66.9 0.4 0.6

13いじめは、どんな理由があってもいけないことだと
思いますか

96.7 -0.6 ±0.0 96.1 0.6 0.4

17 自分と違う意見について考えるのは楽しいと思い
ますか

77.8 -1.1 2.0 79.1 -0.4 2.9

25 地域や社会をよくするために何かしてみたいと思
いますか

83.9 6.7 0.4 78.7 11.6 2.6

27５年生まで[１、２年生のとき]に受けた授業で、
PC・タブレットなどのICT機器を、どの程度使用し
ましたか［週３回以上］

65.5 -2.5 6.0 72.0 2.9 7.6

28５年生まで[１、２年生のとき]の学習の中でPC・タ
ブレットなどのICT機器を活用することについて、
次のことはあなたにどれくらい当てはまりますか

- - - - - -

(2)分からないことがあった時に、すぐ調べるこ
とができる

92.4 新規 0.3 95.3 新規 1.4

(5)自分の考えや意見を分かりやすく伝えること
ができる

79.7 新規 0.5 79.1 新規 1.4

(6)友達と考えを共有したり比べたりしやすくな
る

86.9 新規 0.8 88.1 新規 1.9

30５年生まで[１、２年生のとき]に受けた授業では、
課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組
んでいましたか

81.9 2.9 ±0.0 81.2 1.2 0.9

33学級の友達[生徒]との間で話し合う活動を通じて、
自分の考えを深めたり、新たな考え方に気付いたり
することができていますか

86.4 新規 0.1 87.8 新規 1.7

34学習した内容について、分かった点や、よく分から
なかった点を見直し、次の学習につなげることがで
きていますか

80.3 3.0 -0.5 76.5 9.8 -1.4

35授業で学んだことを、次の学習や実生活に結びつけ
て考えたり、生かしたりすることができると思いま
すか

82.9 新規 -0.8 78.1 新規 -0.9

37授業や学校生活では、友達や周りの人の考えを大切
にして、お互いに協力しながら課題の解決に取り組
んでいますか

92.0 新規 0.4 93.3 新規 1.0

38 総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情
報を集め整理して、調べたことを発表するなどの学
習活動に取り組んでいますか

79.3 5.2 -2.0 84.9 7.3 2.7
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(ｲ) 学校質問調査の主な結果

※質問項目の[ ]内は、中学校への質問 （肯定的な回答の割合 単位は％）

質問項目
小学校 中学校

静岡県 前回比 全国比 静岡県 前回比 全国比

13 児童[生徒]の姿や地域の現状等に関する調査や各
種データなどに基づき、教育課程を編成し、実施し、
評価して改善を図る一連のＰＤＣＡサイクルを確
立していますか

98.9 -0.1 1.9 99.3 0.4 2.8

14指導計画の作成に当たっては、教育内容と、教育活
動に必要な人的・物的資源等を、地域等の外部の資
源を含めて活用しながら効果的に組み合わせてい
ますか

98.1 0.3 0.8 94.0 3.0 2.2

25調査対象学年の児童[生徒]は、授業では、課題の解
決に向けて、自分で考え、自分から取り組むことが
できていると思いますか

87.1 -1.0 -1.1 84.4 -3.1 -4.0

27調査対象学年の児童[生徒]は、学級やグループでの
話合いなどの活動で、自分の考えを相手にしっかり
と伝えることができていると思いますか

88.4 -1.1 1.2 86.4 2.4 -3.3

28 調査対象学年の児童[生徒]は、授業や学校生活で
は、友達や周りの人の考えを大切にして、お互いに
協力しながら課題の解決に取り組めていると思い
ますか

95.2 新規 1.6 96.8 新規 0.7

29調査対象学年の児童[生徒]は、授業では、自分で学
ぶ内容を決め、計画を立てて学ぶ活動を行っている
と思いますか

59.3 新規 -1.9 54.2 新規 -1.1

34 調査対象学年の児童[生徒]に対して、前年度まで
に、習得・活用及び探究の学習過程を見通した指導
方法の改善及び工夫をしましたか

87.1 -3.0 -0.3 88.8 2.1 2.2

35 調査対象学年の児童[生徒]に対して、前年度まで
に、各教科等で身に付けたことを、様々な課題の解
決に生かすことができるような機会を設けました
か

86.3 -0.7 0.6 78.0 -1.3 -0.6

36調査対象学年の児童[生徒]に対して、総合的な学習
の時間において、課題の設定からまとめ・表現に至
る探究の過程を意識した指導をしていますか

97.1 2.0 5.2 96.4 -0.5 5.5

38調査対象学年の児童[生徒]に対して、学級活動の授
業を通して、今、努力すべきことを学級での話合い
を生かして、一人一人の児童[生徒]が意思決定でき
るような指導を行っていますか

93.6 -0.2 1.0 93.3 3.4 0.9

58[62]調査対象学年の児童[生徒]が自分の考えをま
とめ、発表・表現する場面では、児童[生徒]一人一
人に配備されたPC・タブレットなどのICT機器をど
の程度使用させていますか［週３回以上］

57.3 4.1 2.2 59.3 9.3 7.4

68[72]前年度までに、近隣等の中学校[小学校]と、教
科の教育課程の接続や、教科に関する共通の目標設
定等、教育課程に関する共通の取組をどの程度行い
ましたか

73.5 -1.4 9.5 76.1 -3.2 7.1

70[74]コミュニティ・スクールや地域学校協働活動等
の取組によって、学校と地域や保護者の相互理解は
深まりましたか

93.3 2.6 4.4 89.2 10.2 5.1
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２ 調査問題及び結果の分析
(1) 各教科調査の観点別平均正答率等
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(2) 調査問題の概要及び結果の状況と授業改善に向けて

【小学校国語】

１ 調査問題の概要及び結果の状況

小学校国語は、「知識及び技能」の「言葉の特徴や使い方に関する事項」から４問、「情

報の扱い方に関する事項」から１問、我が国の言語文化に関する事項から1問、「思考力，

判断力，表現力等」の「Ａ 話すこと・聞くこと」から３問、「Ｂ 書くこと」から２問、

「Ｃ 読むこと」から３問、計14問が出題された。また、出題形式は選択式が10問、短答

式が２問、記述式が２問であった。

結果は、全国の平均正答率をやや下回った。学習指導要領の内容（指導事項や領域）で見

ると、「言葉の特徴や使い方に関する事項」、「Ｂ 書くこと」「Ｃ 読むこと」に係る一

部の問題に、課題が見られた。

２ 問題別平均正答率及び無解答率の状況（縦軸：全国比、横軸：設問番号）

・平均正答率は、読むことに係る問題の多くが全国を下回り、漢字の定着にも課題がある。

・無解答率は、後半の問題ほど全国より高く、特に問題３三（記述式）に課題がある。

３ 課題の見られた問題

問題番号
領域 問題形式

正答率（％）
問題の概要 出題の趣旨

静岡県 全国

２二
[Ｂ] 記述式

57.5 56.6

【高山さんの文章】の空欄に入
る内容を、【高山さんの取材メ
モ】を基にして書く

目的や意図に応じて、事実と感想、
意見とを区別して書くなど、自分の
考えが伝わるように書き表し方を工
夫することができるかどうかをみる

２三ア
[(1)]短答式

41.9 43.4
【高山さんの文章】の下線部ア
を、漢字を使って書き直す（き
ょうぎ）

学年別漢字配当表に示されている漢
字を文の中で正しく使うことができ
るかどうかをみる

３二(２)

[Ｃ] 選択式
70.6 72.5

【話し合いの様子】で、原さん

が【物語】の何に着目したのか

について説明したものとして、

適切なものを選択する

人物像を具体的に想像することがで

きるかどうかをみる

３三
[Ｃ] 記述式

69.7 72.6

【物語】を読んで、心に残った
ところとその理由をまとめて
書く

人物像や物語の全体像を具体的に想
像したり、表現の効果を考えたりす
ることができるかどうかをみる
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４ 授業改善に向けて

自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫する問題では、集めた材料を分類したり関係

付けたりして、伝えたいことを明確にして自分の考えが伝わるように事実と感想、意見とを

区別して文章を書くことが求められている。学習指導要領解説においては、国語科で育成す

べき資質・能力のうち、書くことの「題材の設定、

情報の収集、内容の検討」と「考えの形成、記述」

の指導事項に当たる。また、考えをより明確なもの

にしたり、思考をまとめたりするためには、情報と

情報との関係付けの仕方、図などによる語句と語句

との関係の表し方を理解し使うことが大切となる。

授業で言語活動に取り組む際には、自分の考えを

表現したくなるような場を設定したり、目的を明確

にしたりすることを大切にして、子供が見通しをも

って取組めるように学習過程を意識して単元を構

想する必要がある。

文章を書く活動では、子供一人一人の学習状況を

捉え、実態に応じて指導することが大切となるた

め、文章を子供同士で読み合って、書き表し方の工

夫について話し合う場面を設定することも考えら

れる。書いた文章を友達と確かめ合ったり、自分でもう一度読み直したりすることで、伝え

たいことが明確になっているか、促すこともある。見直す観点がわからない場合には、目的

に立ち返るような教師の言葉が大切になる。

「読むこと」に関する記述式問題における無回答率の高さを分析すると、解答を途中であき

らめている子供の割合が高くなっている。授業では、「考えを形成する学習活動」を重視し、

文章を読んで分かったことや考えたことを伝えたり、文章にまとめたりする言語活動を取り入

れていくことが効果的であると考えられる。質問調査でも、自分の考えが伝わるように工夫し

て文章を書いている子供の正答率が高いことから、文章を書く機会を積極的に取り入れるよう

授業改善を図る必要があると考える。
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【中学校国語】

１ 調査問題の概要及び結果の状況

中学校国語は、「知識及び技能」の「言葉の特徴や使い方に関する事項」から３問、「情

報の扱い方に関する事項」から２問、「我が国の言語文化に関する事項」から１問、「思考

力，判断力，表現力等」の「Ａ 話すこと・聞くこと」から３問、「Ｂ 書くこと」から２

問、「Ｃ 読むこと」から４問が出題された。また、出題形式は選択式が９問、短答式が３

問、記述式が３問の計15問であった。

結果は、全国の平均正答率を上回った。しかし、学習指導要領の内容（指導事項や領域）

で見ると、「言葉の特徴や使い方に関する事項」や「Ｂ 書くこと」に課題が見られた。

２ 問題別平均正答率及び無解答率の状況（縦軸：全国比、横軸：設問番号）

・平均正答率は、全体的に全国の平均正答率を上回っている。

・無解答率は、全体的には全国の無解答率と同等である。

３ 課題の見られた問題

問題番号
領域 問題形式

正答率（％）
問題の概要 出題の趣旨

静岡県 全国

３三
[(1)]短答式

68.4 68.8
漢字を書く（みちたりた） 文脈に即して漢字を正しく書く

ことができるかどうかをみる

３四
[Ｂ] 記述式

51.2 49.3

表現を工夫して物語の最後の場

面を書き、工夫した表現の効果を

説明する

表現の効果を考えて描写するな

ど、自分の考えが伝わる文章にな

るように工夫することができる

かどうかをみる

４一
[(1)]選択式

52.8 54.9
短歌に用いられている表現の技

法を説明したものとして適切な

ものを選択する

表現の技法について理解してい

るかどうかをみる
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４ 授業改善に向けて

表現の効果を考えて描写するなど、自分の考えが伝わる文章になるように工夫する問題で

は、物語の終わりの場面を、表現の効果を踏まえながら工夫して書くことが求められている。

「書くこと」には、右のような学習過程があ

るが、順序性を示すものではないため、これら

の学習過程を必要に応じていったり来たりし

ながら、実際に文章を書く活動を多く取り入れ

ることが大切である。その際、〔知識及び技能〕

の各指導事項との関連を図るとともに、子供が

日常の書く活動に生かすことを意識しながら

学習できるように、意図的・計画的に指導する

ことが重要となる。

単元の学習においては、目的を明確にした言

語活動を設定するとともに、子供が学習の見通

しを立てられるように、学習過程を明確にし、

学びのつながりを意識した単元の設定や「知識

及び技能」との関連を図ることが有効であると

考える。自分の考えが伝わる文章になるように

工夫する際には、「構成の検討」はもちろん、

語句や表現の働きを確かめながら、より効果的

な語句や表現を選ぶことが必要になる。その際、自分が読み手に何を伝えたいのかを明確に

し、その目的に応じた表現の工夫ができているか、確かめることができるような指導・支援

を考える。学習指導要領解説では、知識及び技能は、思考力、判断力、表現力等に示されて

いる事項の指導を通して指導することを基本としている。学んだ知識を活用して説明するよ

うに促すなど、身につけた知識を活用できる場を設定することも大切である。

自分の考えが伝わる文章になっているかを確かめるためには、学習の中で、書いた文章を

読み合う活動を取り入れることが考えられる。自分が伝えたいことが伝わるように表現が工

夫されているか、問い返しや交流を行う中で子供の考えが広がり、深まっていくことを意識

したい。
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【小学校算数】

１ 調査問題及び結果の状況

算数は、領域の「Ａ 数と計算」から６問、「Ｂ 図形」から４問、「Ｃ 変化と関係」

から３問、「Ｄ データの活用」から４問の、計16問（内１問はＡとＤを兼ねた問題）が

出題された。また、出題形式は選択式が５問、短答式が７問、記述式が４問であった。

結果は、学習指導要領で示された内容の全領域で全国の平均正答率を下回った。特に「Ｂ

図形」「Ｃ 変化と関係」、評価の観点の「知識・技能」に係る問題で課題が見られた。

２ 問題別平均正答率及び無解答率の状況（縦軸：全国比、横軸：設問番号）

・平均正答率は、全体的に全国の平均正答率を下回った。

・無解答率は、後半の問題ほど全国の無解答率より高い。

３ 課題の見られた問題

問題番号
領域 問題形式

正答率（％）
問題の概要 出題の趣旨

静岡県 全国

１（１）
［Ａ］選択式

59.3 62.1
問題場面の数量の関係を捉え、持

っている折り紙の枚数を求める式

を選ぶ

問題場面の数量の関係を捉え、式に

表すことができるかどうかをみる

３（１）

［Ｂ］選択式
82.4 85.5

作成途中の直方体の見取図につい

て、辺として正しいものを選ぶ

直方体の見取図について理解し、か

くことができるかどうかをみる

３（２）

［Ｂ］選択式
67.5 71.3

円柱の展開図について、側面の長

方形の横の長さが適切なものを選

ぶ

直径の長さ、円周の長さ、円周率の

関係について理解しているかどう

かをみる

４（１）

［Ａ］短答式
67.0 70.1

５４０÷０．６を計算する 除数が小数である場合の除法の計

算をすることができるかどうかを

みる

４（３）

［Ｃ］記述式
28.6 31.0

家から学校までの道のりが等し

く、かかった時間が異なる二人の

速さについて、どちらが速いかを

判断し、そのわけを書く

道のりが等しい場合の速さについ

て、時間を基に判断し、その理由を

言葉や数を用いて記述できるかど

うかをみる

４（４）

［Ｃ］短答式
50.9 54.1

家から図書館までの自転車の速さ

が分速何ｍかを書く

速さの意味について理解している

かどうかをみる
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４ 授業改善に向けて

問題３(２)のねらいは、図形を構成する要素やそれらの位置関係に着目し、図形の構成の

仕方や図形の性質について考察することと、直径の長さ、円周の長さ、円周率の関係につい

ての理解度をみることである。学習指導要領解説では、目標（１）の中で、基礎的・基本的

な概念や性質などを理解することと記している。また、図形の性質の考察においては、観察

や構成などの活動を通して性質を確かめることや図形を構成する要素及び位置関係に着目

し、図形の性質を見いだすこと、その性質を基に既習の図形を捉え直すことと示している。

実際の授業場面では、示されたいろいろな立体図形について、具体物を観察・操作する活

動を通して、図形の構成要素である面に着目して考察していく。複数の立体を考察すること

で、共通点を見いだしたり、相違点に気付いたりするなど、統合的・発展的に考察すること

が考えられる。このような観察、操作するなどの活動を通して、既習事項をもとに捉え直す

ことが理解を深めることにつながると考えられる。

なお、質問調査とのクロス集計から、「ICT機器を活用することで学習内容がよく分かる」

と肯定的に答えた児童の方が正答率が高くなっている。しかし、ICT機器の活用で分かった

つもりになっていて、深い理解につながっていないことが考えられる。

図形領域の指導においては、既習の図形と比較することを通して概念についての理解を深

めることや、具体物を観察、操作する活動を通して実感を伴った理解を促すことが必要であ

る。また、ICT機器と具体物を意図的・計画的に活用して学ぶことが大切である。
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問題４（１）は、日常生活の問題を解決するために、二つの数量の関係について考察する

ことをねらいとしている。また、日常生活の事象から問題を見いだすこと、考察した結果を

元の事象に戻して考え、得られた結果を吟味できるかということもねらいとしている。学習

指導要領解説では、目標（２）の中で、日常の事象を数理的に捉え、見通しをもち筋道を立

てて考察する力を養うことと示している。なお、日常の事象を扱う際は、事象を理想化した

り、単純化したりして課題を定式化することや、日常生活の問題場面に照らし合わせて妥当

かどうか判断し結論を得ることが大切であるとしている。

児童の解答類型から、90歩、９歩と答えた児童が22.8％おり、小数の除法が理解できる

ように支援するだけでなく、生活とのつながりや体験を通した学びが必要であると考えられ

る。

授業場面では、子供の考えや思いなどを捉えつつ、身の回りのものを取り上げる。ただ、

身の回りの事象の中には、そのままでは解決が難しい問題もあるため、条件や数値を簡単に

するなど考えやすいように単純化したり、平均の考えを用いて理想化したりすることで、問

題解決に向けて見通しが立てやすくなると考えられる。このような経験を積むことにより、

学んだことを日常生活の中のいろいろな場面で活用できるという実感を得ることにもつな

がる。また、計算を間違えている子供に対して、計算方法の改善を促すように支援する以外

にも、日常生活の問題場面に照らし合わせて判断するように促すことが考えられる。

このように、子供たちが身の回りの事象から問題を見いだす活動を重視し、子供たちが事

象を数理的に捉える場を設定することで、問いがより自分ごととなることが考えられる。ま

た、得られた結果を実際の問題場面に照らし合わせて考える場を設定することで、結果を振

り返ってよりよく問題を解決しようとする態度が育成されることが期待される。

- 11 -



【中学校数学】

１ 調査問題及び結果の状況

中学校数学は、領域の「Ａ 数と式」から５問、「Ｂ 図形」から３問、「Ｃ 関数」か

ら４問、「Ｄ データの活用」から４問の、計16問が出題された。また、出題形式は選択

式が５問、短答式が６問、記述式が５問であった。

結果は、全領域等で全国の平均正答率を上回った。「Ｃ 関数」「Ｄ データの活用」領

域の一部の問題においては、課題が見られた。

２ 問題別平均正答率及び無解答率の状況（縦軸：全国比、横軸：設問番号）

・平均正答率は、全体的に全国を大きく上回っている。

・無解答率は、問題８（２）が全国よりも高いが、全体的には全国と同等である。

３ 課題の見られた問題

問題番号

領域 問題形式

正答率（％）
問題の概要 出題の趣旨

静岡県 全国

７（２）

[Ｄ] 記述式
29.2 25.9

車型ロボットについて「速さが段
階１から段階５まで、だんだん速
くなるにつれて、１０ｃｍの位置
から進んだ距離が長くなる傾向
にある」と主張することができる
理由を、５つの箱ひげ図を比較し
て説明する

複数の集団のデータの分布の
傾向を比較して読み取り、判断
の理由を数学的な表現を用い
て説明することができるかど
うかをみる

８（２）

[Ｃ] 記述式
16.9 17.1

１８Ｌの灯油を使いきるまでの
「強」の場合と「弱」の場合のス
トーブの使用時間の違いがおよ
そ何時間になるかを求める方法
を、式やグラフを用いて説明する

事象を数学的に解釈し、問題解
決の方法を数学的に説明する
ことができるかどうかをみる
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４ 授業改善に向けて

問題７（２）は、複数のデータを箱ひげ図に表して考察する問題であり、複数のデータの

分布の傾向を比較し、判断の理由を説明することができるかどうかをみることをねらいとし

ている。理由の説明については、箱ひげ図の箱の位置に着目する、または、第１四分位数と

第３四分位数がだんだん大きくなっていることに着目して理由を記述することが求められ

ている。

学習指導要領解説では、数学科の目標（２）の中で、数学を活用して事象を論理的に考察

する力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養うこととされてい

る。また、学習にあたっては複数の集団のデータの分布に着目し、その傾向を比較し、批判

的に考察して判断する力などを養うこととされている。

この問題の解答類型や無解答率から、統計的な表現の特徴を捉えること、複数のデータを

比較することに課題があり、様々なグラフの特徴を捉えて批判的に考察することや複数のデ

ータを比較することが必要だと考えられる。

授業場面では、身の回りの事象に着目し、既習のグラフを用いて考察していく中で、異な

る統計的な表現で表すように投げ掛けることで、箱ひげ図との違いを実感することにつなが

ると考えられる。また、判断した根拠について問い返すことで、判断の根拠を箱の位置や四

分位数を用いて説明することにつながると考えられる。根拠を明らかにして説明する中で、

データの傾向などを捉えて、批判的に考察することも期待される。また、データの分析にお

いては、一つの統計的表現だけでなく、必要に応じて他の表現などと合わせて考察するなど、

多面的に考察する場を設定することが考えられる。
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(3) 質問調査の結果分析

１ 学力調査と学習状況調査のクロス集計から、学習に対する興味・関心等と教科調 査

の結果には、多くの項目で一定の相関関係があることが明らかになった。中でも、各

教科の勉強が大切だと思っている児童生徒の平均正答率が高いことから、授業等を通

して、各教科の勉強が大切だと実感できる手立てが必要だと考えられる。

○国語の勉強は好きですか

選択肢 Ａ:当てはまる Ｂ:どちらかといえば、当てはまる Ｃ:どちらかといえば、当てはまらない Ｄ:当てはまらない

凡例

○算数（数学）の勉強は好きですか

○国語の勉強は大切だと思いますか

○算数（数学）の勉強は大切だと思いますか

小学校及び中学校の

国語の結果には、一定

の相関関係があるが、

算数・数学の結果には

相関関係が見られな

い。

小学校の国語及び算

数で強い相関関係が見

られる。中学校の国語

及び数学は、弱い相関

関係が見られる。

小学校及び中学校の

国語で、一定の相関関

係が見られ、算数・数

学では、強い相関関係

が見られる。

小学校及び中学校の

国語で、一定の相関関

係が見られ、算数・数

学では、強い相関関係

が見られる。
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２ 「個別最適な学び」や「協働的な学び」に係るクロス集計の結果から、一定の相関

関係が見られた。自分で学び方を考え工夫することができていると回答している児童

生徒や話し合う活動で自分の考えを深めたり新たな気付きを得たりしていると回答し

ている児童生徒ほど正答率が高くなっており、個別最適な学びと協働的な学びの大切

さが伺える。

また、自分の考えをまとめていると回答

している児童生徒や、課題の解決に向け

て、自分で考え、自分から取り組んでいる

児童生徒ほど、正答率が高くなっており、

授業のまとめや振り返りを適切に行うこ

と、児童生徒が自分から取り組みたいと思

えるような課題を授業で取り上げること

も、資質・能力を育むために効果的である

と考えられる。

○授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいましたか

選択肢 Ａ:当てはまる Ｂ:どちらかといえば、当てはまる Ｃ:どちらかといえば、当てはまらない Ｄ:当てはまらない

凡例
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